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アドミッションポリシー・専攻概要
保健医療学専攻  修士課程

アドミッションポリシー
高度な専門的職業人を育成するために、本大学院の学修内容に強い関心と意欲を有しているのと同時に、専門的知識・技術の修得のために最低限度
必要な医療系大学学士レベルの基礎学力、専門知識、さらには主体的な行動力・協働力を兼ね備えて入学してくることを求めています。具体的には以下の
ような人物像を求めます。

①【専門的知識】　保健医療学分野における学士レベルの基礎学力と専門知識を有している。
②【他の医療職・医療体系への関心】　患者個別の事情や価値観によってさまざまな医療の選択肢があることを認識し、自分の医療資格の範囲
だけでなく他の医療職や医療体系を理解することに強い関心と意欲を有している。

③【協働能力とコミュニケーション力】　他者と協働できるコミュニケーション力、思考力、及び判断力を有している。
④【学修努力の覚悟】　修士の学位をもつ高度な専門的職業人になるため、知識・技術・人間性を高める努力を惜しまず、最後までやり遂げる覚悟が
ある。
→入学試験において、上記①を筆記試験、②を出願時提出書類・面接試験、③④を面接試験によって評価する。

取得できる学位

募集人員
研究科

保健医療学研究科 保健医療学専攻 2 年 6 名

専　攻 修業年限 募集人員

看護学専攻  博士前期課程
アドミッションポリシー

取得できる学位及び資格

募集人員

高度な専門的職業人を育成するために、本大学院の学修内容に強い関心と意欲を有しているのと同時に、専門的知識・技術の修得のために最低限度
必要な看護系大学学士レベルの基礎学力、専門知識、さらには主体的な行動力・協働力を兼ね備えて入学してくることを求めています。具体的には以下の
ような人物像を求めます。

①【専門的知識】　看護学分野における学士レベルの基礎学力と専門知識を有している。
②【他の医療職・医療体系への関心】　対象者個別の事情や価値観によってさまざまな医療の選択肢があることを認識し、看護学の範囲だけでな
く他の医療職や医療体系を理解することに強い関心と意欲を有している。

③【協働能力とコミュニケーション力】　他者と協働できるコミュニケーション力、思考力、及び判断力を有している。
④【学修努力の覚悟】　修士の学位をもつ高度な専門的職業人になるため、知識・技術・人間性を高める努力を惜しまず、最後までやり遂げる覚悟が
ある。
→入学試験において、上記①を筆記試験、②を出願時提出書類・面接試験、③④を面接試験によって評価する。

研究科

保健医療学研究科 看護学専攻 2 年 9 名

専　攻 修業年限 募集人員

本学では、学生の健康を確保するため、また医療人を育成する大学の責務として、大学全敷地内および大学周辺の全面禁煙化を実施しています。入学者
は大学敷地内および大学周辺での喫煙行為を行わないことを約束できる方とします。

・修士（保健医療学）

・修士（看護学）

禁煙への取り組み

本学では、学生の健康を確保するため、また医療人を育成する大学の責務として、大学全敷地内および大学周辺の全面禁煙化を実施しています。入学者
は大学敷地内および大学周辺での喫煙行為を行わないことを約束できる方とします。

禁煙への取り組み
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【全専攻共通】

｢大学を卒業した方と同等以上の学力があると認めた方｣とは、森ノ宮医療大学大学院学則に示すとおり、本研究科において個別の入学資格審査

により大学を卒業した方と同等以上の学力があると認めたもので22歳に達した方をいう。また、高度専門士の称号を得た医療系専門学校卒業生等

も大学卒業者と同等以上の学力があるとみなすこととする。

資格審査の詳細については入試課（　　0120-68-8908）へお問い合わせください。

入 学 試 験 実 施 要 項 修士課程・博士前期課程共通

保健医療学専攻【修士課程】
下記のいずれかに該当するすべての方
①大学を卒業、または2025年3月卒業見込みの方

②本学大学院が大学を卒業した方と同等以上の学力があると認めた方

看護学専攻【博士前期課程】
下記のいずれかに該当するすべての方
①大学を卒業、または2025年3月卒業見込みの方で、保健師、助産師、看護師等の資格を有する方（資格取得見込みの方を含む）

②本学大学院が大学を卒業した方と同等の学力があると認めた上で、保健師、助産師、看護師等の資格を有する方（資格取得見込みの方を

含む）

出願資格

日 程
専　攻

保健医療学専攻

看護学専攻

種　別 出願期間 試験日 合否通知発送日 入学手続締切日

一次募集

二次募集

三次募集

9月 2日(月)

1月 7日(火)

2月25日(火)

2024年 8月19日(月)～
8月23日(金)　

締切日必着

2024年12月16日(月)～
12月25日(水)　

締切日必着

2025年 2月 3日(月)～
2月14日(金)　

締切日必着

9月13日(金)

1月17日(金)

3月 7日(金)

9月27日(金)

2月 3日(月)

3月21日(金)

定員に達し次第、募集を終了する場合があります。実施の有無については公式WEBサイトで確認してください。
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試験会場
森ノ宮医療大学（一次～三次募集まで同様。実施教室は当日発表。）

受験上の注意
①試験当日は、受験票を必ず持参してください。
②試験中は監督者の指示に従ってください。
③不正行為を行った者には退室を命じ、失格とします。
④スマートフォン・携帯電話・タブレット・ウェアラブル製品などの通信機能がついた電子機器類は電源を切り、時計の時報機能等は必ずアラームを
解除し、かばん等に入れてください。

試験科目および選考方法

種　別 試験科目

筆記試験

個人面接

時間配分

一次募集

二次募集

三次募集

合格者は、出願書類、筆記試験、個人面接の結果の総合評価により決定します。

英文および小論文含む（英和辞典持込み可、医学系辞典・電子辞書は不可）
※ふせんの貼付、書込があるものは不可

90分

10～20分

試験当日の流れ

集 合 13：00 個人面接 15：15～

一次～三次募集まですべて下記のとおりです。

筆記試験 13：30～15：00

※13:30の試験開始時間までに入室できない場合は受験できません。 ※｢個人面接｣は、受験者数により若干の
　時間調整を行うこともあります。

入学辞退

入学手続
入学手続の締切日は下記の通りです。

一次募集 2024年 9月27日（金） 三次募集 2025年 3月21日（金）二次募集 2025年 2月 3日（月）

●合格者は、入学金および前期学納金（前期授業料＋実費）を上記締切日までに納入してください。（学費の詳細は次頁をご参照ください）
●本学園卒業生は入学金を免除します。
●指定期日内に納入されない場合は、入学を辞退したものとみなします。
●入学手続の際には、誓約書（保護者もしくは保証人を含む）が必要となります。

入学金・学納金を納入後に入学を辞退する場合は、2025年3月21日（金）15：00までに本学入試課へ申し出を行い、2025年3月28日（金）15:00までに
本学所定の入学辞退届を提出し、本学で適正に受理した場合、入学金を除く学納金を返戻します。

合格発表

一次募集 2024年 9月13日（金）

合否通知は合否通知発送日に、願書記載の住所へ本人宛・速達郵便にて通知いたします。発送日は下記の通りです。

●学内掲示、WEB掲載による発表はせず、電話によるお問合せ等にも一切応じられません。
●合否通知発送日を3日以上経過しても通知が届かない場合は、入試課（　　0120-68-8908）へお問合せください。

三次募集 2025年 3月 7日（金）二次募集 2025年 1月17日（金）

入 学 試 験 実 施 要 項 修士課程・博士前期課程共通
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出 願 の 流 れ 修士課程・博士前期課程共通

【受験料】　30,000円
【納入方法】
本冊子に綴られている｢8受験料振込依頼書｣を使用し、銀行（全国の都銀・地銀・信用金庫）の窓口にて納入してください。
※ただし、ゆうちょ銀行からの振込みはできません。

収納証明書に収納印が押されていることを確認した上で、出願書類の｢2受験料収納証明書 貼付用台紙｣に必ず貼付してください。

⒉ 受験料の納入 ※必ず出願前に納入してください。

⒈ 出願前の教員面談
P.07～08を確認の上、指導を希望する教員と面談またはメール等で連絡をとり、研究計画が実行可能であるか必ず事前に相談を行ってください。

【注意事項】

1～7は本紙に綴られています。 A～Dの書類等は、各自ご用意ください。

書類名 摘　要

1 入学願書

2 受験料収納証明書貼付用台紙

3 受験票

4 写真票

5 志望理由書

6 研究計画書

7 経歴書

A

B

C 成績証明書

D 保健師、助産師、看護師
免許証の写し等

（看護学専攻のみ）

卒業・修了（見込み）証明書
または学位取得（見込み）証明書

写真（4㎝×３㎝、無帽、上半身、撮影３ヵ月以内）の裏に氏名を記入し、所定の欄に貼付。
※専門学校を卒業の方は「出願資格に該当する出身大学・大学院等」の「その他」に学校名
　を記入してください。

写真（4㎝×３㎝、無帽、上半身、撮影３ヵ月以内）の裏に氏名を記入し、所定の欄に貼付。

本学大学院を志望する動機を記入してください。

所定の項目を全て記入してください。

現在までの経歴と取り組んだ活動を記入してください。

出身大学(4年制専門学校の場合は専門学校)において３ヵ月以内に作成されたもの。

8受験料振込依頼書の「受験料収納証明書」に、収納印、氏名の記入があることを確認して貼付。

氏名を記入し、試験種別の該当欄をチェック。
受験票の送付先の郵便番号・住所・氏名を記入してください。

●外国籍を有する方で、提出書類が外国語で記入された証明書・文書・資料等となる場合には、日本語訳（在日公館等で証明済みのもの）を添付。
●証明書等と志願者の氏名表記が異なる場合、氏名の変更内容が分かる書類｢戸籍個人事項証明書（戸籍抄本）等｣を併せて提出。
●出願書類は折り曲げないように注意してください。

344円分の切手
（受験票送付用）

受験票を送付する返信用の切手｢344円分（84円切手＋260円切手）｣を同封してください。
※郵便料金が改定された場合は、改定された金額（25g以下の定形郵便料金＋速達料金）の

切手を同封してください。

保健師､助産師､看護師免許証の写し､または保健師､助産師､看護師国家試験受験資格取得
(見込み)証明書。
※保健師､助産師､看護師免許証の写しはA4サイズでコピーすること。
※保健師､助産師､看護師国家試験受験資格取得(見込み)証明書は出身大学等の学長又は学

部長等が３ヵ月以内に作成したもの。
※保健師､助産師､看護師国家試験受験資格取得(見込み)証明書が発行されないときは､卒業

見込み証明書をもって代えることができる。(なお､取得見込者は､取得後写しを提出)

⒊ 出願書類の作成・準備

出身大学(4年制専門学校の場合は専門学校)において３ヵ月以内に作成されたもの。
大学院修了(見込み)の方は、学部と大学院の両方を提出してください。
※成績証明書が出ない場合は、出身大学（４年制専門学校の場合は専門学校）に「成績証

明書が出ない旨の書類」を発行してもらい、提出してください。

【注意事項】
提出された出願書類と納入された受験料は、理由のいかんにかかわらず返戻いたしませんのでご了承ください。

【送付先住所】
〒559-8611　大阪府大阪市住之江区南港北１-２６-１６　森ノ宮医療大学　入試課　宛

⒋ 出願書類の送付

①角２封筒の表面に朱書きで「大学院入学願書在中」と記載
②記入漏れ・写真の貼付漏れがないか再度確認
③出願締切日必着で簡易書留にて郵送
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学費

1年次

年間合計

2 年次

前 期 後 期 前 期 後 期（単位：円）

入学金

授業料

小計　

小計　

200,000
350,000
550,000

350,000
350,000

40,000

380,000（前期授業料❶＋実費❷※）

940,000

20,000

720,000

350,000
350,000

350,000
350,000

❶

❷

実

費

(

委
託
徴
収
金)

校友会費（初年度のみ）

学生会（学生支援費半期分）

20,000

10,000 10,000 10,000 10,000

※ただし、学生会費の後期分
　10,000円を除いた額

初年度前期学納金（入学金は除く）

修士課程・博士前期課程

保健医療学専攻【修士課程】・看護学専攻【博士前期課程】
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主な特別研究指導教員
願書提出前に、研究指導を希望する教員に直接メール等で相談してください。
入試課宛（exam@morinomiya-u.ac.jp）にメールを送信していただくと、希望の担当教員に転送いたします。
また教員の研究領域は本学公式WEBサイト教員データベース（https://www.morinomiya-u.ac.jp/guide/
kyoin.php）のページでも詳細を掲載しております。

保健医療学専攻 修士課程

教員名 主な研究テーマ

五十嵐 淳介 血管新生の調節を介した循環器疾患新規治療法の開発。
具体的には①受容体情報伝達機構の解析②新規化合物の作出と作用の解析③病態モデルにおける検討

山下 仁 ①鍼灸の臨床研究の質の評価、②鍼灸の安全性に関する情報分析、③鍼灸や統合医療に関する意識調査、④システマティック・レビューに
よる鍼灸の有効性・安全性のエビデンスの検討。

井手口 範男 感覚・知覚・認知に関するヒトの反応特性について扱う。主に視覚系（特に運動視）の問題を、精神物理（心理物理）学的測定法を用いた
実験心理学的手法によって検討を行う。

稲田 慎 心筋の細胞または組織レベルにおける活動電位を再現するコンピュータシミュレーションを実行し、電気生理学現象の機序を解明する。

今井 信也 放射線被ばくの低減方法やそれらに関連した医療機器の開発を行っている。特に水晶体への被ばくについて様々な機器で測定を行い、次世
代型放射線防護メガネの開発に着手している。

小縣 裕二 より短時間で、より安全で、より優しい放射線画像検査を実践するために、モダリティーごとに撮影から画質評価および画像情報の定量化
について学ぶ。

小川 泰弘 【専門分野】精神障害作業療法学　　※研究指導内容についてはご相談ください。

奥村 雅彦 強度変調放射線治療など高精度放射線治療に必要な放射線物理学、放射線計測学に関する知識を学び、理解を深めるとともに、放射線治療
専門技師に求められる放射線技術を習得する。

垣本 晃宏 タスクシフトに伴う放射性医薬品投与接遇におけるVRトレーニング教材の開発、および操作時の緊張感と学習効果の関連性を調査してい
る。

角田 晃啓 主として糖尿病患者を対象に、運動療法やその他の介入を通じた効果的な健康増進プログラムの開発を目指している。

加納 寛也 ①心臓血管外科手術に関わる人工心肺に対する研究②大動脈手術と血液凝固線溶系についての研究③周術期管理における臨床工学技士の役
割・機器管理について学ぶ。

川畑 浩久 骨・関節組織の修復過程や関節疾患の病態解析、物理療法や運動療法などの有効性について組織学的・分子生物学的手法をもちいて検証
する。

河村 廣幸 【専門分野】運動器系理学療法学、運動学、医学写真・動画　　※研究指導内容についてはご相談ください。

工藤 慎太郎 運動器系理学療法における評価方法や理学療法の効果を解剖学的および生体力学的手法を用いて解析し、新たな理学療法を考案する。

小宮山 恭弘 臨床検査で取り扱うMRIの原理や撮影方法と超音波検査の測定原理、CTやMRIなどの画像診断との違いについて学ぶ。また循環器領域や腹
部消化管領域、乳腺や甲状腺などの体表領域について疾患毎の画像的特徴を学ぶ。

澤田 優子 対象特性に合わせた評価、介入方法、および効果判定について、文献研究、調査研究、実験研究など研究手法を組み合わせて実施する方法
を学ぶ。

田丸 佳希 【専門分野】身体障害作業療法学、老年期作業療法学　　※研究指導内容についてはご相談ください。

辻 義弘 血液浄化と生体信号計測解析の両方の分野にまたがる学際的なテーマに取り組んでいる。人間の行動の心理的機能と生理的機能の対応関係
を調べ、人間の感性という主観的で論理的に説明しにくい反応を科学的手法によって説明する。

中沢 一雄 不整脈の理解・解明および治療を目的として、特に心臓モデルを用いたコンピュータシミュレーションおよび可視化などの工学的研究を進める。

中原 英博 ①呼吸循環代謝システムの長期トレーニング適応における順序発現機構の解明、②鍼通電刺激を用いた心臓血管疾患リスク軽減のための外
部制御システムの探索。

鍋田 智之 ①ランダム化比較試験などを用いた鍼灸治療効果に関する研究を行う。近年は不眠症などの睡眠障害を対象としている。②はり師・きゅう
師の養成における客観的臨床能力試験の導入と問題点について検証する。

西浦 素子 マンモグラフィをはじめとする乳腺の医用画像解析および被ばく線量低減の検討、乳がん啓発、ブレスト・アウェアネスに関する研究を主
に進めている。

原 良昭 臨床における有用なエビデンス構築のためにデータ処理・統計処理の手法全般について学ぶ。また、安全な医療のために医療機器における
情報セキュリティ対策についても学ぶ。

堀 竜次 呼吸・循環・唖下機能について種々の生体信号から解析し、新たな内部障害理学療法技術の開拓を目的とする。①誤喋性肺炎発生リスクについ
て、呼吸と喋下の協調性からの解明②呼吸コンディショニング効果の解明③心不全および脳卒中の離床リスクの解明のいずれかの研究を行う。

橋本 弘子 様々な疾患に対し、リハビリテーションとして実施するダンスがどのような効果をもたらすのかを研究（ニューロダンス)。また、脳機能と心・行動特性・
身体機能との関係性、そこから起こる問題が生活におよぼす影響、自分らしく生きるために必要な作業療法の支援について介入研究や質的研究で検証する。

東 泰弘 日常生活活動に関連する尺度開発や支援方法の研究をしている。現在は、特にトイレ動作に関連する尺度開発や原因別支援方法の検討を
している。

布江田 友理 学生教育に焦点をあて、シミュレーション教育やICT教育の教材作成を考えている。現在は、拡張現実を用いた医療機器保守点検技術支援
プログラムの構築を行っている。

藤江 建朗 ①心臓自律神経系活動を使用したヒトの生理機能状態の評価に関する研究②人工呼吸器の安全管理③機種の性能評価や教育法に関する研究

星野 貴志 Ｘ線CTにおいて診断のために必要な画質を保ちつつ被ばく線量を最小限にできる画像解析・処理方法を考案する。また新たな造影テクニック
を考案することで最適化された検査技術の構築を目指す。

前田 薫 ヒトの立位姿勢制御において、種々の要因が脳活動、筋活動および関節運動にどのような影響をおよぼすのかを神経生理学的手法と生体力
学的手法を用いて検討する。その成果をもとに、立位姿勢制御に障害を有する患者の評価および障害の軽減のための手法開発を試みる。

松熊 秀明 ①ランダム化比較試験を用いた睡眠障害に対する灸治療効果に関する基礎的研究、②eスポーツ選手に対する鍼灸治療の効果に関する基礎的
研究を進めている。

松﨑 伸介 ①タンパク質修飾機構を介した神経変性疾患新規治療法の開発、②炎症制御・サイトカイン制御による創傷治癒・皮膚再生治療への応用、
③疲労回復における水素発生ビーズの効果の検証、④鍼灸治療効果点の分子メカニズム解明、を進めている。

松下 太 認知症予防、認知症の人に対する非薬物療法、重度認知症の人の意味のある作業やQOL、認知機能などに焦点を当てた研究に取り組む。

森 誠司 がんの浸潤・転移の分子メカニズムについて研究を行っている。がんに特有な微小環境を解析し、がんの予後予測や治療標的の探索につな
げる。

森谷 正之 咀嚼、嚥下、呼吸など生命維持の根幹に関わる運動機能を制御している神経ネットワークについて、神経解剖学的視点から解明することを
目指す。

山口 功 診療放射線技術学を医療の中で活かすため、医学と理工学の懸け橋としての学問体系に基づき、調査・研究・開発を行う。特にX線CTにお
ける非侵襲的生体イメージング法および解析法の開発と画像評価に取り組む。

山本 浩一 倦怠感･不快感の定量評価法の開発を通じて、悪心・嘔吐・倦怠感の発症機序の解明を目指している。また、これらの症状を取り除くための
新規治療法の開発を行動薬理学の観点から進めている。

由利 禄巳 【専門分野】地域作業療法学、作業分析学、老年期障害学　　※研究指導内容についてはご相談ください。

脇 英彦 循環器疾患の画像検査学の有用性を明らかにする。超音波画像と心腔内血流から得られた情報から心不全の診断に寄与することを目的としてい
る。肝疾患では、超音波造影剤を用いることで腫瘍の微小循環を評価し、CT、MRIより得られた画像と融合させて集学的治療の概念を学ぶ。

C200479A1.indd   7C200479A1.indd   7 2024/05/09   15:12:192024/05/09   15:12:19



修
士
課
程
・
博
士
前
期
課
程

08

願書提出前に、研究指導を希望する教員に直接メール等で相談してください。
入試課宛（exam@morinomiya-u.ac.jp）にメールを送信していただくと、希望の担当教員に転送いたします。
また教員の研究領域は本学公式WEBサイト教員データベース（https://www.morinomiya-u.ac.jp/guide/
kyoin.php）のページでも詳細を掲載しております。

主な特別研究指導教員 看護学専攻 博士前期課程

教員名 分　野 主な研究テーマ

内田 宏美 看護管理学
看護教育学

①アクションリサーチによる医療安全管理者のスキルアップ支援
②看護師・看護管理者のキャリア・ディベロップメントと支援

下岡 ちえ 看護教育学
①看護実践能力の発展過程と臨床継続教育
②看護基礎教育における医療安全教育

吉村 弥須子
急 性
慢 性
がん看護学

①手術を受けるがん患者のQOL向上のための医療支援
②臓器移植患者のQOL向上のための医療支援

外村 昌子 老年看護学
①認知症高齢者のタッチケア
②ノーリフトケアの効果
③高齢者の認知症・介護予防プログラムの開発

西山 忠博 精神看護学
①効果的な模擬患者参加型教育
②精神科訪問看護業務の可視化

武 ユカリ 在宅看護学
①在宅ケアにおける暴力・ハラスメント対策
②医療・在宅ケアにおける臨床倫理コンサルテーション

中西 伸子 育成看護学
①リプロダクティブヘルス＆ライツに基づく女性への支援
②育児不安に対する母親と家族の支援

関口 敏彰 公衆衛生看護学
①健康寿命の延伸に関する要因分析・介入効果の検証
②子ども虐待（Child Maltreatment）の予防効果の検証

森 美侑紀 統 合 医 療
①植物精油の生体への作用に関する組織学的・分子生物学的検討
②アロマテラピーの有効性と安全性の検討

渡邉 敦子 看護教育学
①看護師 ･ 看護学生の自己理解 ･ 他者理解を深める方法
②看護学教育・継続教育

久木元 由紀子
急 性
慢 性
がん看護学

①補完療法の導入による看護ケアの効果
②終末期ケアに関する教育

寺田 美和子 老年看護学
①認知症の人のためのカフェが当事者とその家族に及ぼす影響
②高齢者の受診前保健行動

升田 寿賀子 診療看護師教育 診療看護師教育における臨床推論能力の検証

岩佐 由美 在宅看護学
①難病患者の療養支援
②ケアの可視化と専門的看護の構築

齋藤 雅子 育成看護学
①周産期の女性と家族の健康支援
②虐待防止
③リスクのある周産期親子の支援

勝田 真由美 育成看護学
①性教育
②産後うつへの支援
③中高年女性への健康教育
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アドミッションポリシー・専攻概要

アドミッションポリシー
医療科学の分野について、医療における高度に専門的な臨床業務に従事するために必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養い、医
療系の臨床施設あるいは教育研究施設において指導的役割を担う人材を育成することを目的としています。そのような人材となり得る資質を有する学生を
選抜するため、次のような入学者を受け入れる方針を設定しています。

①【基礎的な論文読解能力】自分が専攻しようとしている領域の日本語と英語の先行研究論文の読解・解釈ができる基礎的な知識と技術を有している。
②【基本的な文章構成能力】自分の考えを論理的にまとめて文章表現できる基本的な知識と技術を有している。
③【医療科学研究への熱意】臨床に役立つ医療科学の研究に専念して、人々の健康に貢献したいという強い熱意と意志をもっている。
④【指導者・管理者としての自覚】医療分野における指導者あるいは管理者となって人材の育成や臨床・教育・研究の発展に身を捧げる覚悟がある。
→入学試験において、上記①を論文読解試験、②を小論文試験、③④を出願時提出書類・面接試験によって評価する。

募集人員
研究科

保健医療学研究科 医療科学専攻 3 年 2 名

専　攻 修業年限 募集人員

医療科学専攻  博士後期課程

募集人員
研究科

保健医療学研究科 看護学専攻 3 年 2 名

専　攻 修業年限 募集人員

アドミッションポリシー
看護の理論的基盤の探究をとおして、高い倫理観と科学的、学際的視野をもち、自立して研究活動を行うことができる看護研究者及び看護学教育の向
上のために、指導的役割を担う看護教育者を育成するとともに、国内外の他分野・多職種と協働し、高度な専門性が求められる保健医療福祉機関等にお
いて、高度な専門業務を担う人材を育成することを目的としています。そのような人材となり得る資質を有する学生を選抜するため、次のような入学者を受け
入れる方針を設定しています。

①【基礎的な論文読解能力】看護学分野における日本語と英語の先行研究論文の読解・解釈ができる基礎的な知識と技術を有している。
②【基本的な文章構成能力】自分の考えを論理的にまとめて文章表現できる基本的な知識と技術を有している。
③【看護学研究への熱意】看護学の向上に役立つ研究に専念して、人々の健康に貢献したいという強い熱意と意志をもっている。
④【高度な指導者・管理者・教育者としての自覚】看護学における指導者・管理者あるいは教育者となって、看護学の研究・教育・臨床の発展や
人材の育成に身を捧げる覚悟がある。
→入学試験において、上記①を論文読解試験、②を小論文試験、③④を出願時提出書類・面接試験によって評価する。

取得できる学位

看護学専攻  博士後期課程

取得できる学位

本学では、学生の健康を確保するため、また医療人を育成する大学の責務として、大学全敷地内および大学周辺の全面禁煙化を実施しています。入学者
は大学敷地内および大学周辺での喫煙行為を行わないことを約束できる方とします。

・博士（医療科学）

・博士（看護学）

禁煙への取り組み

本学では、学生の健康を確保するため、また医療人を育成する大学の責務として、大学全敷地内および大学周辺の全面禁煙化を実施しています。入学者
は大学敷地内および大学周辺での喫煙行為を行わないことを約束できる方とします。

禁煙への取り組み
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出願資格
医療科学専攻【博士後期課程】
次の各号のいずれかに該当する者または該当する見込みのある者。
①修士の学位や専門職学位を有する者 

②外国において、修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与された者 

③外国の学校が行う通信教育を我が国において履修し、修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与された者 

④我が国において、外国の大学院相当として指定した外国の学校の課程 （文部科学大臣指定外国大学（大学院相当）日本校）を修了し、修士
の学位や専門職学位に相当する学位を授与された者

　⑤国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者

⑥大学等を卒業し、大学、研究所等において2年以上研究に従事した者で、大学院において、修士の学位を有する者と同等の学力があると認めた者 
 ⑦本大学院において、個別の入学資格審査により修士の学位または専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた上で、入学の年度

当初において24歳に達した者

看護学専攻【博士後期課程】
次の各号のいずれかに該当する者または該当する見込みのある者。
①修士の学位や専門職学位を有する者で、保健師、助産師、看護師等の資格を有する者

②外国において、修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与された者で、保健師、助産師、看護師等の資格を有する者 

③外国の学校が行う通信教育を我が国において履修し、修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与された者で、保健師、助産師、看護師
等の資格を有する者 

④我が国において、外国の大学院相当として指定した外国の学校の課程 （文部科学大臣指定外国大学（大学院相当）日本校）を修了し、修士
の学位や専門職学位に相当する学位を授与された者で、保健師、助産師、看護師等の資格を有する者

⑤国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者で、保健師、助産師、看護師等の資格を有する者

⑥大学等を卒業し、大学、研究所等において2年以上研究に従事した者で、大学院において、修士の学位を有する者と同等の学力があると認めた者
で、保健師、助産師、看護師等の資格を有する者 

⑦本大学院において、個別の入学資格審査により修士の学位または専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた上で、入学の年度
当初において24歳に達した者で、保健師、助産師、看護師等の資格を有する者

　
資格審査の詳細については入試課（　　0120-68-8908）へお問い合わせください。

博士後期課程

日 程
専　攻

医療科学専攻

看護学専攻

種　別 出願期間 試験日 合否通知発送日 入学手続締切日

一次募集

二次募集

1月 7日(火)

2月25日(火)

2024年12月16日(月)～
12月25日(水)　

締切日必着

2025年 2月 3日(月)～
2月14日(金)　

締切日必着

1月17日(金)

3月 7日(金)

2月 3日(月)

3月21日(金)

定員に達し次第、募集を終了する場合があります。実施の有無については公式WEBサイトで確認してください。

入 学 試 験 実 施 要 項
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受験上の注意
①試験当日は、受験票を必ず持参してください。
②試験中は監督者の指示に従ってください。
③不正行為を行った者には退室を命じ、失格とします。
④スマートフォン・携帯電話・タブレット・ウェアラブル製品などの通信機能がついた電子機器類は電源を切り、時計の時報機能等は必ずアラームを
解除し、かばん等に入れてください。

入学金・学納金を納入後に入学を辞退する場合は、2025年3月21日（金）15：00までに本学入試課へ申し出を行い、2025年3月28日（金）15:00までに
本学所定の入学辞退届を提出し、本学で適正に受理した場合、入学金を除く学納金を返戻します。

試験会場
森ノ宮医療大学（一次～二次募集まで同様。実施教室は当日掲示にて発表。）

試験科目および選考方法

種　別 試験科目

論文読解・小論文試験

面接試験

時間配分

一次募集

二次募集

合格者は、出願書類、論文読解試験、小論文試験、面接試験の結果の総合評価により決定します。

論文読解は英語及び日本語、小論文は日本語
（英和辞典持込み可、医学系辞典・電子辞書は不可）

※ふせんの貼付、書込があるものは不可

120分

20～30分

試験当日の流れ
一次～二次募集まですべて下記のとおりです。

集 合 13：00 個人面接 15：45～筆記試験 13：30～15：30

※13:30の試験開始時間までに入室できない場合は受験できません。 ※｢個人面接｣は、受験者数により若干の
　時間調整を行うこともあります。

入学辞退

合格発表
合否通知は合否通知発送日に、願書記載の住所へ本人宛・速達郵便にて通知いたします。発送日は下記の通りです。

●学内掲示、WEB掲載による発表はせず、電話によるお問合せ等にも一切応じられません。
●合否通知発送日を3日以上経過しても通知が届かない場合は、入試課（　　0120-68-8908）へお問合せください。

一次募集 2025年 1月17日（金） 二次募集 2025年 3月 7日（金）

入学手続
入学手続の締切日は下記の通りです。

●合格者は、入学金および前期学納金（前期授業料＋実費）を上記締切日までに納入してください。（学費の詳細はP.13をご参照ください）
●本学園卒業生は入学金を免除します。
●指定期日内に納入されない場合は、入学を辞退したものとみなします。
●入学手続の際には、誓約書（保護者もしくは保証人を含む）が必要となります。

一次募集 2025年 2月 3日（月） 二次募集 2025年 3月21日（金）

博士後期課程共通入 学 試 験 実 施 要 項
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【受験料】　30,000円
【納入方法】
本冊子に綴られている｢8受験料振込依頼書｣を使用し、銀行（全国の都銀・地銀・信用金庫）の窓口にて納入してください。
※ただし、ゆうちょ銀行からの振込みはできません。
収納証明書に収納印が押されていることを確認した上で、出願書類の｢2受験料収納証明書 貼付用台紙｣に必ず貼付してください。

⒉ 受験料の納入 ※必ず出願前に納入してください。

⒈ 出願前の教員面談
P.14～15を確認の上、指導を希望する教員と面談またはメール等で連絡をとり、研究計画が実行可能であるか必ず事前に相談を行ってください。

書類名 摘　要

1 入学願書

2 受験料収納証明書貼付用台紙

3 受験票

4 写真票

5 志望理由書

6 研究計画書

7 経歴書

A

B

C 成績証明書

D 修士学位論文等（2部）

E

修了（見込み）証明書
または学位取得（見込み）証明書

写真（4㎝×３㎝、無帽、上半身、撮影３ヵ月以内）の裏に氏名を記入し、所定の欄に貼付。
※専門学校を卒業の方は「出願資格に該当する出身大学・大学院等」の「その他」に学校名
　を記入してください。

写真（4㎝×３㎝、無帽、上半身、撮影３ヵ月以内）の裏に氏名を記入し、所定の欄に貼付。

本学大学院を志望する動機を記入してください。

所定の項目を全て記入してください。

現在までの経歴と取り組んだ活動を記入してください。

受験票を送付する返信用の切手｢344円分（84円切手＋260円切手）｣を同封してください。
※郵便料金が改定された場合は、改定された金額（25g以下の定形郵便料金＋速達料金）の
　切手を同封してください。

出身大学院において３ヵ月以内に作成されたもの。

出身大学院に提出した修士学位論文の写し
修士学位論文提出以後の研究業績を有する者は業績一覧および主たる論文の写し
※異なる論文を２種類ではなく、同一論文を２部ご用意ください。

8受験料振込依頼書の「受験料収納証明書」に、収納印、氏名の記入があることを確認して貼付。

氏名を記入し、試験種別の該当欄をチェック。
受験票の送付先の郵便番号・住所・氏名を記入してください。

【注意事項】
●外国籍を有する方で、提出書類中が外国語で記入された証明書・文書・資料等（英語論文を除く）となる場合には、その日本語訳（在日公館等で証明済
　みのもの）を添付してください。
●証明書等と志願者の氏名表記が異なる場合、氏名の変更内容が分かる書類｢戸籍個人事項証明書（戸籍抄本）等｣を併せて提出してください。
●出願書類は折り曲げないように注意してください。

344円分の切手
（受験票送付用）

保健師、助産師、看護師
免許証の写し等

（看護学専攻のみ）

保健師、助産師、看護師免許証の写しまたは保健師、助産師、看護師国家試験受験資格取
得(見込み)証明書。
※保健師、助産師、看護師免許証の写しはA4サイズにすること。
※保健師、助産師、看護師国家試験受験資格取得（見込み）証明書は出身大学等の学長又は学

部長等が作成したもの（発行日から３ヵ月以内のもの）。
※保健師、助産師、看護師国家試験受験資格取得（見込み）証明書が発行されないときは、卒業見

込み証明書をもって代えることができる。（なお、取得見込者は、取得後写しを提出）

出身大学院において３ヵ月以内に作成されたもの。
※成績証明書が出ない場合は、出身大学院に「成績証明書が出ない旨の書類」を発行して

もらい、提出してください。

1～7は本紙に綴られています。 A～Eの書類等は、各自ご用意ください。

⒊ 出願書類の作成・準備

【注意事項】
提出された出願書類と納入された受験料は、理由のいかんにかかわらず返戻いたしませんのでご了承ください。

【送付先住所】
〒559-8611　大阪府大阪市住之江区南港北１-２６-１６　森ノ宮医療大学　入試課　宛

⒋ 出願書類の送付

①角２封筒の表面に朱書きで「大学院入学願書在中」と記載
②記入漏れ・写真の貼付漏れがないか再度確認
③出願締切日必着で簡易書留にて郵送

出 願 の 流 れ 博士後期課程共通
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学費 博士後期課程共通

1年次

年間合計

2 年次／ 3 年次

前 期 後 期 前 期 後 期（単位：円）

入学金

授業料

小計　

小計　

200,000
350,000
550,000

350,000
350,000

40,000

380,000（前期授業料❶＋実費❷※）

940,000

20,000

720,000

350,000
350,000

350,000
350,000

❶

❷

実

費

(

委
託
徴
収
金)

校友会費（初年度のみ）

学生会（学生支援費半期分）

20,000

10,000 10,000 10,000 10,000

※ただし、学生会費の後期分
　10,000円を除いた額

初年度前期学納金（入学金は除く）
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願書提出前に、研究指導を希望する教員に直接メール等で相談してください。
入試課宛（exam@morinomiya-u.ac.jp）にメールを送信していただくと、希望の担当教員に転送いたします。
また教員の研究領域は本学公式WEBサイト教員データベース（https://www.morinomiya-u.ac.jp/guide/
kyoin.php）のページでも詳細を掲載しております。

教員名 主な研究テーマ

五十嵐 淳介 血管新生の調節を介した循環器疾患新規治療法の開発。具体的には①受容体情報伝達機構の解析②新規化合物の作出
と作用の解析③病態モデルにおける検討。

山下 仁 鍼灸臨床研究の方法論に関する検証、または鍼灸安全性情報の収集・分析・周知システムの開発。

稲田 慎 心臓の電気的興奮現象を、大規模モデルを構築するとともに、コンピュータシミュレーションを実行し、不整脈の
発生・維持の機序ならびに治療方法を検討する。

小縣 裕二 放射線画像検査をモダリティごとに詳細に検討し、医師に客観的な解析結果を提供するコンピュータ支援診断 (CAD)
システムの構築とその効果を検証する。

小川 泰弘 精神障害のリハビリテーションに関する研究を行う。①統合失調症の病識、②精神科デイケアの居場所感と孤独感な
ど、精神障害者の主観的な側面を理解し、それを支援に生かすための研究に取り組む。

川畑 浩久 骨・関節組織の修復過程や関節疾患の病態や治療の有効性に関する分子メカニズムを明らかにしつつ、新規治療概念
や方法の開発・構築をめざす。

工藤 慎太郎 新たなテクノロジーを複合的に用いた理学療法の効果判定に関する研究。特に、超音波、センシング技術、仮想現実
を組み合わせた基礎研究や臨床研究に取り組む。

澤田 優子 新生児から高齢者が地域で自分らしく生活を継続できる社会を実現するための支援方法について、コホート研究を
活用して検証する方法を学ぶ。

田丸 佳希 身体機能の関連する評価法や介入手法、また早期認知症（Mild Cognitive Impairment）の早期発見を目的とした評価
尺度の開発等、臨床支援の観点から研究を進める。

中沢 一雄 診療支援を目指して、種々の医療情報を組合せて有効な方法を検討し、ICTの手法を用いた新規システムの提案や
創成を検討する。

中原 英博 ①呼吸循環代謝システムの長期トレーニング適応における順序発現機構の解明、②鍼通電刺激を用いた心臓血管疾患
リスク軽減のための外部制御システムの探索。

西浦 素子 マンモグラフィをはじめとする乳腺の医用画像解析および被ばく線量低減の検討、乳がん啓発、ブレスト・アウェア
ネスに関する研究を主に進めている。

原 良昭 【専門分野】生体計測工学、福祉工学、リハビリテーション工学、教育工学　　
※研究指導内容についてはご相談ください。

橋本 弘子 様々な疾患に対し、リハビリテーションとして実施するダンスがどのような効果をもたらすのかを研究（ニューロダンス）。また、脳機能と心・行動特性・
身体機能との関係性、そこから起こる問題が生活におよぼす影響、自分らしく生きるために必要な作業療法の支援について介入研究や質的研究で検証する。

東 泰弘 【専門分野】作業療法（身体障害領域）、高次脳機能障害、日常生活活動　　
※研究指導内容についてはご相談ください。

前田 薫 【専門分野】リハビリテーション科学・福祉工学　　
※研究指導内容についてはご相談ください。

松﨑 伸介 ①タンパク質修飾機構を介した神経変性疾患新規治療法の開発、②炎症制御・サイトカイン制御による創傷治癒・皮膚再生
治療への応用、③疲労回復における水素発生ビーズの効果の検証、④鍼灸治療効果点の分子メカニズム解明、を進めている。

松下 太 認知症予防、認知症の人に対する非薬物療法、重度認知症の人の意味のある作業や QOL、認知機能などに焦点を当て
た研究に取り組む。

森 誠司 癌の転移について、培養細胞、組織あるいは動物を用いた実験を行い、詳細な分子メカニズムの解明及び診断・治療
への応用について検証する。

森谷 正之 四肢の運動や感覚を制御する脊髄神経系とは異なるシステムでの構築された口腔顔面領域の運動制御および感覚伝達
システムを神経解剖学的に検証する。

山口 功 【専門分野】放射線技術学　　
※研究指導内容についてはご相談ください。

山本 浩一 【専門分野】放射線・薬剤による悪心嘔吐の発症機序解明とその治療対策（薬理学的アプローチ）・倦怠感 ･ 不快感の定量評価法の開発（行動薬理
学的アプローチ）・人工知能を活用した骨粗鬆症診断支援システムの開発（予防医学的アプローチ）　　※研究指導内容についてはご相談ください。

由利 禄巳 「目標設定」をテーマに、ひとが日々営む大切な「作業：Occupation」を多面的に検討し、対象者の生活の質（QOL）
の向上や介護予防効果を検証する。

主な特別研究指導教員 医療科学専攻 博士後期課程
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願書提出前に、研究指導を希望する教員に直接メール等で相談してください。
入試課宛（exam@morinomiya-u.ac.jp）にメールを送信していただくと、希望の担当教員に転送いたします。
また教員の研究領域は本学公式WEBサイト教員データベース（https://www.morinomiya-u.ac.jp/guide/
kyoin.php）のページでも詳細を掲載しております。

看護学専攻 博士後期課程

教員名 分　野 主な研究テーマ

内田 宏美 看護管理学
看護教育学

①アクションリサーチによる医療安全管理者のスキルアップ支援
②看護師・看護管理者のキャリア・ディベロップメントと支援

吉村 弥須子
急 性
慢 性
がん看護学

①手術を受けるがん患者のQOL向上のための医療支援
②臓器移植患者のQOL向上のための医療支援

外村 昌子 老年看護学
①認知症高齢者のタッチケア
②ノーリフトケアの効果
③高齢者の認知症・介護予防プログラムの開発

武 ユカリ 在宅看護学
①在宅ケアにおける暴力・ハラスメント対策
②医療・在宅ケアにおける臨床倫理コンサルテーション

関口 敏彰 公衆衛生看護学
①健康寿命の延伸に関する要因分析・介入効果の検証
②子ども虐待（Child Maltreatment）の予防効果の検証

中西 伸子 育成看護学
①リプロダクティブヘルス＆ライツに基づく女性への支援
②育児不安に対する母親と家族の支援

齋藤 雅子 育成看護学
①周産期の女性と家族の健康支援
②虐待防止　
③リスクのある周産期親子の支援

森 美侑紀 統 合 医 療
①植物精油の生体への作用に関する組織学的・分子生物学的検討
②アロマテラピーの有効性と安全性の検討

松尾 安希子 内 科 学
循 環 器 学

①塩酸ブナゾシン徐放剤（デタントール(R)）の早朝高血圧に対する有用性
②心不全と生体内酸化ストレス

冨田 哲也 整形外科学
①日本人の強直性脊椎炎患者とX線基準を満たさない体軸性脊椎関節炎患者の臨床的特徴・生活の質・

治療パターン
②伸展時の前後位置が人工膝関節動態と患者満足度に与える影響

前川 佳敬
内 科 学
循 環 器 学
老 年 病 学
分子生物学

軽度認知障害（MCI）を主とする軽度の認知機能障害者を対象とした病気認識と日常生活の困りに
関する研究

下岡 ちえ 看護教育学
①看護実践能力の発展過程と臨床継続教育
②看護基礎教育における医療安全教育

岩佐 由美 在宅看護学
①難病患者の療養支援
②ケアの可視化と専門的看護の構築

主な特別研究指導教員
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出 願 書 類 つ づ り

1 入学願書

2 受験料収納証明書　貼付用台紙

3 受験票

4 写真票

5 志望理由書

6 研究計画書

7 経歴書

8 受験料振込依頼書

個人情報の取り扱いについて

【利用目的】
大学案内パンフレットや入学試験要項等の請求、イベントへの参加、また入学試験の出願にあたってお知らせいただいた住所、氏名、その他個人情報は、以下の目的で利用
いたします。
●大学情報の提供から入試を含む入学までの一連の業務
●入学後の大学事務業務、各種案内や連絡
●卒業後の大学・校友会・教育後援会からの各種案内や連絡
●出身学校への進路指導用資料としての提供

【問い合せ先】
個人情報に関する開示請求の窓口（法人本部学園総務室）
〒559-8611 大阪市住之江区南港北1-26-16
TEL：06-6616-6911　FAX：06-6616-6912
フリーコール：0120-68-8908
メールアドレス：soumu@morinomiya-u.ac.jp

【開示・訂正等について】
お知らせいただいた住所、氏名その他個人情報の開示は、請求いただいた方がご本人であることを確認させていただいた上で行います。またその結果、個人情報の記載に
誤りがある場合は、速やかに訂正を行います。開示・訂正等の請求に関しては所定の手続きがあります。詳細は下記へお問い合せください。

【業務委託に関して】
上記利用目的に関しての業務は、森ノ宮医療大学（以下「大学」といいます）より当該業務の委託を受けたパートナー企業（プライバシーマークを取得またはそれに準ずる規格
を取得している企業に限る）において行う場合があります。業務委託パートナー企業に対して、お知らせいただいた個人情報の全部または一部を 目的以外に使用しないことを
誓約の上で提供することがあります。あらかじめご了承ください。
大学は、上記委託パートナー企業への提供または以下のいずれかに該当する場合を除き、個人情報を第三者へ開示または提供いたしません。
●ご本人の同意がある場合
●法令に基づき開示・提供を求められた場合
●人の生命、身体または財産の保護のために必要な場合であって、ご本人の同意を得ることが困難な場合
●国または地方自治体等が公的な事務を実施する上で、協力する必要がある場合であって、ご本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがある場合
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4
写真貼付欄

（4cm×3cm）
無帽・上半身

撮影3ヵ月以内

写 真 票
2025年度 森ノ宮医療大学大学院 保健医療学研究科

3 受 験 票
2025年度　森ノ宮医療大学大学院

2 受験料収納証明書 貼付用台紙
2025年度 森ノ宮医療大学大学院 保健医療学研究科

※は本学記入欄

一 次 募 集

二 次 募 集

三 次 募 集

※

※

※

年 齢

氏 名

住 所

氏 名

歳

貼 付 欄

キリトリ

キリトリ

■ 取扱銀行収納印が押されていることを確認した上で、
　 受け取った｢受験料収納証明書｣を上の貼付欄にのりづけしてください。
■ 氏名、収納印のないものは無効とします。
■ 提出時は2～4をそれぞれ切り取って提出してください。

受 験 番 号

※
※は本学
　記入欄

フリガナ

氏 名

フリガナ

■ 試験会場：森ノ宮医療大学　　0120-68-8908

■ 受験票の送付先

一次募集 二次募集 三次募集
キ
リ
ト
リ

①太枠内に氏名を記入し、専攻種別、試験種別にチェック　を入れてください。
②下記の受験票の送付先欄に郵便番号・住所・氏名を記入してください。
③受験番号のないものは無効です。
④受験票は試験会場に携帯し、試験中は机上に置いてください。
⑤試験開始時間の13:30までに入室できない場合は受験できません。
⑥試験会場では試験監督者の指示に従ってください。

本 学にて切り取ります

〒

様

■ 試験種別：受験該当欄にチェック　 を､入れてください。

保健医療学研究科

専 攻 種 別

保健医療学専攻　【修士課程】

看護学専攻　【博士前期課程】

医療科学専攻【博士後期課程】

看護学専攻　【博士後期課程】

保健医療学専攻【修士課程】 看護学専攻【博士前期課程】
医療科学専攻【博士後期課程】 看護学専攻【博士後期課程】

専 攻 種 別

（修士課程 博士前期課程のみ）

■ 専攻種別：受験該当欄にチェック　 を､入れてください。

保健医療学専攻 看護学専攻
【修士課程】 【博士前期課程】

医療科学専攻
【博士後期課程】

看護学専攻
【博士後期課程】

電 話 番 号

携 帯 番 号

連

絡

先

メールアドレス

１ 入 学 願 書
2025年度 森ノ宮医療大学大学院 保健医療学研究科

※は本学記入欄

研 究 指 導
希 望 教 員 名

専 攻 種 別

氏 名
性 別 男 ・ 女

生 年 月 日 年 月 日西 暦 年 齢 歳

国 籍

現 住 所

大 学

大学

西暦

大学院 研究科

西暦

学位授与機構名

学位名称

年 月 卒業・卒業見込み

年 月

西暦 取得年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

修了・修了見込み

学部 学科

大 学 院

大 学 評 価 ・

学位授与機構

そ の 他
（専門学校等）

出 願 資 格 に

該 当 す る

出 身 大 学 ・

大 学 院 等

医 療 関 係 ・

福 祉 関 係 ・

取 得 資 格 ・

免 許 等 

フ リ ガ ナ

試 験 種 別 一次募集 二次募集 三次募集

受 験 番 号 ※

写真貼付欄

保健医療学専攻【修士課程】 看護学専攻【博士前期課程】

医療科学専攻【博士後期課程】 看護学専攻【博士後期課程】

（4cm×3cm）
無帽・上半身

撮影3ヵ月以内

外国籍の者のみ記入

〒 －

〒 －

【記入上の注意】 ● 黒色のボールペンを使用し、楷書体で正確に記入してください。
● 外国籍を有する方は、国籍および在留資格を確認できる書類で証明した氏名を記入してください。
● 書き損じの場合は二重線を引き、訂正印を押してください。修正テープ等の使用は認められません。

■ 出願書類を提出後、現住所等に変更があった場合は、速やかに入試課（　  0120-68-8908）まで連絡してください。

キ
リ
ト
リ

送 付 先
（合否通知等送付先）

（注） （注）現住所と異なる送付先を希望する場合のみ、記入してください。

課程専攻

課程専攻

記 入 例

※写真の裏に氏名を記入してから
　貼付してください。

※氏名を記入し、専攻種別と
　試験種別の該当欄に
　チェック□ を入れてください。

2、3、4は記入後、
キリトリ線に沿って切り離して
他の出願書類とともに
同封してください。

※受験票の送付先の
　郵便番号・住所・氏名を
　記入してください。

※8受験料振込依頼書を使用し、受験料を振込後「受験料収納証明
書」に収納印が押されていることを確認した上で2受験料収納証明書
貼付用台紙に貼付してください。

出願書類に不備があると受理できません。
黒のボールペンを用いて楷書体でていねいに記入し、
書き損じの場合は二重線を引き、訂正印を押してください。
修正液等での訂正は認められません。
記入漏れや写真の貼付忘れ等がないか
提出前に入念にご確認ください。

注 意

山田太郎

森ノ宮 一郎
モリ ノ ミヤ イチロウ

2002

06－6616－6911

6 1 22

森ノ宮 一郎
モリ ノ ミヤ イチロウ

森ノ宮一郎

森ノ宮一郎

モリ ノ ミヤ イチロウ
22

559 8611

2025 3

大阪市住之江区南港北●－△△－××

559 8611

大阪市住之江区南港北●－△△－××

同上

森ノ宮医療 保健医療 鍼灸
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電 話 番 号

携 帯 番 号

連

絡

先

メールアドレス

１ 入 学 願 書
2025年度 森ノ宮医療大学大学院 保健医療学研究科

※は本学記入欄

研 究 指 導
希 望 教 員 名

専 攻 種 別

氏 名
性 別 男 ・ 女

生 年 月 日 年 月 日西 暦 年 齢 歳

国 籍

現 住 所

大 学

大学

西暦

大学院 研究科

西暦

学位授与機構名

学位名称

年 月 卒業・卒業見込み

年 月

西暦 取得年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

修了・修了見込み

学部 学科

大 学 院

大 学 評 価 ・

学位授与機構

そ の 他
（専門学校等）

出 願 資 格 に

該 当 す る

出 身 大 学 ・

大 学 院 等

医 療 関 係 ・

福 祉 関 係 ・

取 得 資 格 ・

免 許 等 

フ リ ガ ナ

試 験 種 別 一次募集 二次募集 三次募集

受 験 番 号 ※

写真貼付欄

保健医療学専攻【修士課程】 看護学専攻【博士前期課程】

医療科学専攻【博士後期課程】 看護学専攻【博士後期課程】

（4cm×3cm）
無帽・上半身

撮影3ヵ月以内

外国籍の者のみ記入

〒 －

〒 －

【記入上の注意】 ● 黒色のボールペンを使用し、楷書体で正確に記入してください。
● 外国籍を有する方は、国籍および在留資格を確認できる書類で証明した氏名を記入してください。
● 書き損じの場合は二重線を引き、訂正印を押してください。修正テープ等の使用は認められません。

■ 出願書類を提出後、現住所等に変更があった場合は、速やかに入試課（　  0120-68-8908）まで連絡してください。

キ
リ
ト
リ

送 付 先
（合否通知等送付先）

（注） （注）現住所と異なる送付先を希望する場合のみ、記入してください。

課程専攻

課程専攻
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4
写

真
貼

付
欄

（
4cm

×
3cm

）
無

帽
・

上
半

身
撮

影
3ヵ

月
以

内

写
真

票
2025年

度
 森

ノ
宮

医
療

大
学

大
学

院
 保

健
医

療
学

研
究

科
3

受
験

票
2025年

度
　

森
ノ

宮
医

療
大

学
大

学
院

2
受

験
料

収
納

証
明

書
 貼

付
用

台
紙

2025年
度

 森
ノ

宮
医

療
大

学
大

学
院

 保
健

医
療

学
研

究
科

※
は

本
学

記
入

欄

一
次

募
集

二
次

募
集

三
次

募
集

※※※

年
齢

氏
名

住
所

氏
名

歳

貼
付

欄

キ
リト

リ

キ
リト

リ

■
 取

扱
銀

行
収

納
印

が
押

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

上
で

、
　

 受
け

取
っ

た
｢受

験
料

収
納

証
明

書
｣を

上
の

貼
付

欄
に

の
り

づ
け

し
て

く
だ

さ
い

。
■

 氏
名

、
収

納
印

の
な

い
も

の
は

無
効

と
し

ま
す

。
■

 提
出

時
は

2
～

4
を

そ
れ

ぞ
れ

切
り

取
っ

て
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

受
験

番
号

※
※

は
本

学
　

記
入

欄

フ
リ

ガ
ナ

氏
名

フ
リ

ガ
ナ

■
 試

験
会

場
：

森
ノ

宮
医

療
大

学
　

　
0120-68-8908

■
 受

験
票

の
送

付
先

一
次

募
集

二
次

募
集

三
次

募
集

キリトリ

①
太

枠
内

に
氏

名
を

記
入

し
、専

攻
種

別
、試

験
種

別
に

チ
ェ

ッ
ク

　
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

②
下

記
の

受
験

票
の

送
付

先
欄

に
郵

便
番

号
・

住
所

・
氏

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
③

受
験

番
号

の
な

い
も

の
は

無
効

で
す

。
④

受
験

票
は

試
験

会
場

に
携

帯
し

、試
験

中
は

机
上

に
置

い
て

く
だ

さ
い

。
⑤

試
験

開
始

時
間

の
13:30ま

で
に

入
室

で
き

な
い

場
合

は
受

験
で

き
ま

せ
ん

。
⑥

試
験

会
場

で
は

試
験

監
督

者
の

指
示

に
従

っ
て

く
だ

さ
い

。

本
学

に
て

切
り

取
り

ま
す

〒

様

■
 試

験
種

別
：

受
験

該
当

欄
に

チ
ェ

ッ
ク

　
 を

､入
れ

て
く

だ
さ

い
。

保
健

医
療

学
研

究
科

専
攻

種
別

保
健

医
療

学
専

攻
　

【
修

士
課

程
】

看
護

学
専

攻
　

【
博

士
前

期
課

程
】

医
療

科
学

専
攻

【
博

士
後

期
課

程
】

看
護

学
専

攻
　

【
博

士
後

期
課

程
】

保
健

医
療

学
専

攻
【修

士
課

程
】

看
護

学
専

攻
【博

士
前

期
課

程
】

医
療

科
学

専
攻

【博
士

後
期

課
程

】
看

護
学

専
攻

【博
士

後
期

課
程

】
専

攻
種

別

（
修

士
課

程
 博

士
前

期
課

程
の

み
）

■
 専

攻
種

別
：

受
験

該
当

欄
に

チ
ェ

ッ
ク

　
 を

､入
れ

て
く

だ
さ

い
。

保
健

医
療

学
専

攻
看

護
学

専
攻

【修
士

課
程

】
【博

士
前

期
課

程
】

医
療

科
学

専
攻

【
博

士
後

期
課

程
】

看
護

学
専

攻
【

博
士

後
期

課
程

】
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5 志 望 理 由 書

【記入上の注意】 ● 黒色のボールペンを使用し、楷書体で正確に記入してください。
● パソコン等により作成する場合は、本様式に直接または本様式に準じて別紙（A4版）に作成してください。
● 書き損じの場合は二重線を引き、訂正印を押してください。修正テープ等の使用は認められません。

キ
リ
ト
リ

2025年度 森ノ宮医療大学大学院 保健医療学研究科

※は本学記入欄

専 攻 種 別

受 験 番 号 ※

保健医療学専攻【修士課程】 看護学専攻【博士前期課程】

医療科学専攻【博士後期課程】 看護学専攻【博士後期課程】

氏 名

フ リ ガ ナ
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6 研 究 計 画 書

キ
リ
ト
リ

【記入上の注意】 ● 黒色のボールペンを使用し、楷書体で正確に記入してください。
● パソコン等により作成する場合は、本様式に直接または本様式に準じて別紙（A4版）に作成してください。
● 書き損じの場合は二重線を引き、訂正印を押してください。修正テープ等の使用は認められません。

志 望 す る 研 究 領 域

研究テーマ

研究目的

研究の動機

研究方法

1．対象

2．方法

2025年度 森ノ宮医療大学大学院 保健医療学研究科

氏 名

フ リ ガ ナ

※は本学記入欄

専 攻 種 別

受 験 番 号 ※

保健医療学専攻【修士課程】 看護学専攻【博士前期課程】

医療科学専攻【博士後期課程】 看護学専攻【博士後期課程】
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7 経 歴 書

【記入上の注意】 ● 黒色のボールペンを使用し、楷書体で正確に記入してください。
● 大学および大学院は、学部・学科（専攻・課程）および研究科・専攻まで必ず記入してください。
● 職歴欄は、勤務先・勤務部署・職名等を記入してください。
● 学会および社会における活動経験、その他特記事項等欄は、
　 経験がある場合はその概要について記入し、経験等が無い場合は｢無し｣と記入してください。
● 書き損じの場合は二重線を引き、訂正印を押してください。修正テープ等の使用は認められません。

キ
リ
ト
リ

学 歴

職 歴

西暦 年 月 高等学校（中等教育学校）卒業

学会および社会における活動経験、その他特記事項等

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

西暦 年 月

2025年度 森ノ宮医療大学大学院 保健医療学研究科

※は本学記入欄

専 攻 種 別

受 験 番 号 ※

氏 名

フ リ ガ ナ

保健医療学専攻【修士課程】 看護学専攻【博士前期課程】

医療科学専攻【博士後期課程】 看護学専攻【博士後期課程】
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切 り 取 ら な い で 銀 行 に お 出 し く だ さ い

切 り 取 ら な い で 銀 行 に お 出 し く だ さ い

キ リ ト リ

キ
リ
ト
リ

8
受

験
料

振
込

依
頼

書
20

25
年

度
 森

ノ
宮

医
療

大
学

大
学

院
 保

健
医

療
学

研
究

科

①
受

験
料

の
振

込
は

、本
用

紙
を

使
用

し
、銀

行（
全

国
の

都
銀

・
地

銀
・

信
用

金
庫

）の
窓

口
に

て
納

入
し

て
く

だ
さ

い
。

　
※

ゆ
う

ち
ょ

銀
行

か
ら

の
振

込
は

で
き

ま
せ

ん
の

で
、ご

注
意

く
だ

さ
い

。振
込

手
数

料
は

、受
験

生
ご

本
人

の
負

担
と

な
り

ま
す

。

②
受

け
取

っ
た

収
納

証
明

書
は

、収
納

印
が

押
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
上

で
、出

願
書

類
｢受

験
料

収
納

証
明

書
 貼

付
用

台
紙

｣の
貼

付
欄

に
の

り
づ

け
し

て
く

だ
さ

い
。

電
信
扱

振
　
込
　
依
　
頼
　
書
（
取
扱
店
保
管
）

振
込
金
領
収
書（
本
人
保
管
）

科
　
目

依 頼 日 受 　取 　人 依 頼 人 （ 志 願 者 ）

依 頼 人

依 頼 人

先 方 銀 行
預 金 種 目

口 座 番 号
内 　訳

西
暦

電
信
扱

手
数
料

金
　
額

現
　
金

当
　
手

他
　
手

年
　
　
月
　
　
日

西
暦

年
　
　
月
　
　
日

三
菱

U
F

J
銀

行
 今

里
北

支
店

三
菱

U
FJ

銀
行

 今
里

北
支

店
普

　
通

０
０

１
６

５
９

９

￥
３

０
０

０
０円

金
　
額

受
取
人

手
数
料

￥
３

０
０

０
０円

ガ
ッ

コ
ウ

ホ
ウ

ジ
ン

　
モ

リ
ノ

ミ
ヤ

イ
リ

ョ
ウ

ガ
ク

エ
ン

モ
リ

ノ
ミ

ヤ
イ

リ
ョ

ウ
ダ

イ
ガ

ク
グ

チ
学

校
法

人
森

ノ
宮

医
療

学
園

森
　

ノ
　

宮
　

医
　

療
　

大
　

学
　

口

学
校

法
人

 森
ノ

宮
医

療
学

園
森

ノ
宮

医
療

大
学

口

整
理
番
号

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）

0
1

氏
名（
漢
字
）

（
お
と
こ
ろ
）

（
電
話
）

〒

様

取
扱
銀
行
へ
の
お
願
い

・
赤
線
枠
内
は
必
ず
打
電
し
て
く
だ
さ
い
。

・
整
理
番
号
は
必
ず
依
頼
人
頭
部
に
打
電
し
て
く
だ
さ
い
。

取
扱
銀
行

収
納
印

取
扱
銀
行

収
納
印

自
動
振
込
機（
A
T
M
）取
扱
不
可

先
方
銀
行

フ
リ
ガ
ナ

志
願
者
氏
名

円

上
記
金
額
正
に
領
収
し
ま
し
た
。

振
込
金
証
明
書（
依頼
人→
大学
送付
用）

西
暦

年
　
　
月
　
　
日

三
菱

U
FJ

銀
行

 今
里

北
支

店

金
　
額

受
取
人

手
数
料

￥
３

０
０

０
０円

学
校

法
人

 森
ノ

宮
医

療
学

園
森

ノ
宮

医
療

大
学

口

取
扱
銀
行

収
納
印

先
方
銀
行

フ
リ
ガ
ナ

志
願
者
氏
名

円

上
記
金
額
正
に
領
収
し
ま
し
た
。

〔
受

験
料

収
納

証
明

書
〕

C200479A1.indd   23C200479A1.indd   23 2024/05/09   15:12:202024/05/09   15:12:20



トレードセンター前駅
NTT

ドコモ

IBM

インテックス
大阪

ミズノ本社

西尾レントオール

大阪府
咲洲庁舎

（さきしまコスモタワー）

ATC

大阪出入国
在留管理局

セブン
イレブン

大阪地下鉄

（Osa
ka

 M
etr

o)

中央線

ニュートラム
南

港
ポートタウン

線

コスモ
スクエ

ア駅
森ノ宮医療大学

トレードセンター前
駅

N

入 学 試 験 会 場 周辺地図

最寄り駅

路線図

森ノ宮医療大学
0120-68-8908

〒559-8611 大阪市住之江区南港北1-26-16

大阪地下鉄 (Osaka Metro）中央線

コスモスクエア駅2番出口より 徒歩1分
最寄り駅 大阪地下鉄（Osaka Metro）中央線

｢コスモスクエア｣駅2番出口より 徒歩約1分

大阪地下鉄（Osaka Metro）中央線
｢コスモスクエア｣駅2番出口より 徒歩約1分

（南へ約90m）

新大阪

大阪
（梅田）

なんば

十三

尼崎

西九条
西梅田

九条弁天町

淀屋橋

本町

京橋

森ノ宮

鶴橋

緑橋

布施

天王寺

大阪阿部野橋

なかもず

三国ヶ丘

住之江公園

関西空港
（関西国際空港）

｢コスモスクエア｣駅

至宝塚

至神戸三宮

至神戸三宮

至三ノ宮

至宝塚 至箕面萱野

至京都河原町

至出町柳

至木津

至長田

至近鉄奈良

至奈良

至河内長野至高野山至和歌山市至和歌山

至大和八木

至京都

阪急神戸線

JR神戸線

阪神本線

ニュートラム
南港ポートタウン線

大阪地下鉄
（Osaka Metro）
四つ橋線 JR環状線

JR関西本線

近鉄奈良線

近鉄大阪線

大阪地下鉄（Osaka Metro）
中央線

JR学研都市線

JR京都線

阪急京都線Ｊ
Ｒ
宝
塚
線

阪
急
宝
塚
線

南
海
高
野
線 大

阪
地
下
鉄

(O
saka M

etro)

御
堂
筋
線

阪
神なんば

線

南
海

本
線

JR
阪

和
線

近
鉄

南
大

阪
線

京
阪

本
線

周辺地図

森ノ宮医療大学

お問い合わせ先
〒559-8611 大阪市住之江区南港北1-26-16 [TEL]06-6616-6911 [FAX]06-6616-6912 https://www.morinomiya-u.ac.jp

主要駅からの所要時間（約）

本町駅
大阪駅
なんば駅
天王寺駅
新大阪駅
三ノ宮駅
京都駅
大阪空港駅
近鉄奈良駅
関西空港駅
和歌山市駅

20分

30分

35分

60分

70分

70分

80分

95分

[E-mail]exam@morinomiya-u.ac.jp
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